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冬
の
野
に
舞
う

の
と

だ
ら
ぼ
ち

閑話休題

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

東
京
・
銀
座
の
一
角
に
「
の

と
だ
ら
ぼ
ち
」
と
い
う
、
一
風

変
わ
っ
た
居
酒
屋
が
、
ビ
ル
の

地
下
に
店
開
き
し
た
。�
だ
ら

ぼ
ち
�
と
は
能
登
の
方
言
で
「
要
領
が
悪

く
、
鈍
で
、
そ
れ
で
も
真
っ
正
直
に
生
き

抜
こ
う
と
す
る
人
の
こ
と
」（「
の
と
だ
ら

ぼ
ち
」
開
店
挨
拶
文
か
ら
）
だ
そ
う
だ
。

能
登
半
島
を
正
し
く
紹
介
し
よ
う
と
い
う

の
が
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
株
式
会
社
能

登
百
生
が
経
営
す
る
。

酒
、
魚
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
の
野
菜
を

除
い
て
、
塩
、
醤
油
、
味
噌
、
米
、
豆
腐

等
々
、
す
べ
て
き
ち
ん
と
能
登
で
作
ら
れ

た
も
の
を
お
客

に
出
す
店
だ
。

能
登
の
海
が
時
化
れ
ば
、当
然
、魚
は
で
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。靴
を
脱
い
で
上

が
る
板
張
り
の
店
内
は
、簡
素
な
作
り
で
、

そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
が
、毎
晩
、都
心
の

勤
め
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。こ
だ
わ

り
は
食
材
だ
け
で
は
な
い
。輪
島
塗
り
の

椀
に
箸
、珠
洲
焼
き
の
皿
に
ビ
ー
ル
マ
グ
、

店
内
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
は
奥
能
登
の

ア
テ
の
木
と
い
う
徹
底
振
り
で
あ
る
。銀

座
と
い
う
一
等
地
で
は
あ
る
が
、手
軽
に

能
登
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、酒

の
肴
は
三
百
円
か
ら
と
良
心
的
で
も
あ
る
。

能
登
半
島
で
は
二
〇
〇
三
年
に
能
登
空

港
の
開
港
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
開
港
す

れ
ば
東
京
か
ら
直
接
能
登
を
訪
れ
る
人
た

ち
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
一
度
き
り
の
ブ
ー

ム
で
な
く
、
能
登
フ
ァ
ン
を
ど
う
定
着
さ

せ
る
か
。そ
の
た
め
に
は
本
当
の
能
登
を
、

東
京
の
ど
真
ん
中
で
き
ち
ん
と
紹
介
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
が
、
能
登
の
門

前
町
で
本
物
の
豆
腐
づ
く
り
と
そ
ば
打
ち

に
こ
だ
わ
る
星
野
正
光
さ
ん
で
あ
る
。

�
能
登
百
生
は
、
そ
ん
な
星
野
さ
ん
の

真
摯
な
呼
び
か
け
に
応
じ
て
二
六
人
が
出

資
し
て
出
来
た
。
七
尾
市
か
ら
珠
洲
市
ま

で
の
お
よ
そ
百
キ
ロ
の
地
域
に
点
在
す
る

様
々
な
生
業
を
営
む
二
六
人
が
、
十
万
円

以
上
三
百
万
円
以
下
と
い
う
制
限
で
、
お

金
を
出
し
合

い
、
三
千
万

円
の
資
金
が
で
き
た
。
米
づ
く
り
農
家
、

日
本
酒
の
蔵
元
、
漆
器
屋
、
水
産
物
屋
な

ど
、
二
一
世
紀
の
日
本
人
の
田
舎
、
能
登

半
島
の
風
土
を
守
っ
て
生
業
を
営
む
多
様

な
人
た
ち
で
あ
る
。

星
野
さ
ん
た
ち
の
夢
は
ま
だ
ま
だ
広
が

る
。
能
登
の
�
語
り
部
�
を
育
て
よ
う
と

い
う
の
も
ひ
と
つ
だ
。
こ
れ
ら
生
業
を
営

む
人
た
ち
、
能
登
に
誇
り
を
持
っ
て
生
き

て
い
る
人
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
登
を

語
っ
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
語
り
部
と
能
登

を
訪
れ
た
人
た
ち
の
交
流
が
出
来
れ
ば
、

と
い
う
期
待
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
福
井
県
立
大
学
教
授

岡
崎
昌
之
）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）

毎週月曜日発行

2305号
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平
成
十
年
度
市
町
村
決
算
の
概
要
①
﹇
歳
入
﹈�

����������������������������

����������������������������

自
治
省
は
、
二
月
九
日
、
全
国
の
市
町
村
（
東
京
二
十
三
区
と
一
部
事

務
組
合
を
含
む
）
の
平
成
十
年
度
普
通
会
計
決
算
の
概
要
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
決
算
規
模
は
、
歳
入
は
前
年
度
比
二
・
六
％
増
の
五
四

兆
一
、
七
五
八
億
円
、
歳
出
は
同
一
・
九
％
増
の
五
二
兆
三
、
八
〇
六
億

円
と
な
り
、
歳
入
、
歳
出
と
も
三
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算
を
上
回
り
、
昭

和
二
十
六
年
度
以
降
で
最
大
規
模
に
な
っ
た
。

ま
た
過
去
の
景
気
対
策
で
増
発
し
た
地
方
債
の
償
還
が
本
格
化
し
た
た

め
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
八
五
・
三
％
、
公
債

費
負
担
比
率
は
一
五
・
八
％
と
過
去
最
高
を
記
録
し
、
財
政
の
硬
直
化
が

一
段
と
進
ん
だ
。

歳
入
の
う
ち
地
方
税
が
特
別
減
税
や
市
町
村
税
の
減
税
に
よ
り
三
・
一

％
減
の
一
八
兆
六
、
八
四
八
億
円
。
地
方
交
付
税
は
財
源
不
足
の
穴
埋
め

で
増
加
し
た
た
め
、
一
般
財
源
全
体
で
は
一
・
七
％
増
の
二
九
兆
九
、
七

一
六
億
円
と
四
年
連
続
で
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
一
般
財

源
比
率
は
、
国
庫
支
出
金
が
地
域
振
興
券
補
助
の
新
規
追
加
と
公
共
事
業

の
補
助
金
増
で
大
幅
に
増
加
（
一
五
・
六
％
増
）
し
た
た
め
、
五
五
・
三
％

と
前
年
度
よ
り
低
下
し
た
。
一
方
地
方
債
は
特
別
減
税
等
に
対
処
す
る
た

め
一
・
三
％
増
の
六
兆
五
、六
二
九
〇
億
円
と
前
年
度
決
算
を
上
回
っ
た
。

以
下
は
平
成
十
年
度
市
町
村
決
算
の
う
ち
決
算
規
模
、
決
算
収
支
、
歳

入
の
概
要
で
あ
る
。

決
算
規
模
、三
年
ぶ
り
に
前
年
度
上
回
る

決

算

規

模

平
成
十
年
度
の
決
算
規
模
は
、
歳
入
が

五
四
兆
一
、
七
五
八
億
円（
二
・
六
％
増
）、

歳
出
が
五
二
兆
三
、
八
〇
六
億
円
（
一
・

九
％
増
）
で
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
三
年

ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
、
こ
れ

ま
で
（
昭
和
二
十
六
年
度
以
降
）
で
最
大

規
模
と
な
っ
た
。

決
算
規
模
が
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ

た
要
因
と
し
て
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

経
済
対
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
や
地
方
消

費
税
交
付
金
が
ほ
ぼ
平
年
度
ベ
ー
ス
と

な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

（
五
・
一
％
増
）、
地
方
消
費
税
交
付
金（
三

四
〇
・
七
％
増
）、
国
庫
支
出
金（
一
五
・

六
％
増
）
等
が
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ

た
こ
と
が
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
物
件
費

（
四
・
六
％
増
）、
扶
助
費（
六
・
八
％
増
）、

公
債
費
（
五
・
四
％
増
）
等
が
前
年
度
決

算
額
を
上
回
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

決

算

支

出

実
質
収
支
は
、
引
き
続
き
黒
字
と
な
っ

た
が
、
そ
の
黒
字
額
は
前
年
度
決
算
額
を

下
回
っ
た
。
ま
た
、
赤
字
の
団
体
は
、
市

町
村
（
一
部
事
務
組
合
を
除
く
。）
二
五

団
体
、
一
部
事
務
組
合
三
団
体
の
合
計
二

八
団
体
と
な
っ
た
（
た
だ
し
、
こ
の
う
ち

市
町
村
四
団
体
、
一
部
事
務
組
合
一
団
体

の
合
計
五
団
体
は
、
合
併
に
伴
う
打
切
り

決
算
が
原
因
で
赤
字
と
な
っ
た
も
の
。）

単
年
度
収
支
は
、
二
年
連
続
し
て
赤
字

と
な
っ
た
。
ま
た
、
赤
字
の
団
体
は
、
前

年
度
よ
り
七
七
団
体
減
少
の
二
、
五
一
七

団
体
と
な
っ
た
。

実
質
単
年
度
収
支
は
、
四
年
ぶ
り
に
赤

字
に
転
じ
た
。
ま
た
、
赤
字
の
団
体
は
、

前
年
度
よ
り
六
団
体
増
加
の
二
、
四
五
六

団
体
と
な
っ
た
。

�注
実
質
収
支：

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
明

許
繰
越
等
の
た
め
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額

単
年
度
収
支：
当
該
年
度
の
実
質
収
支

か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引

い
た
額

実
質
単
年
度
収
支：

単
年
度
収
支
に
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
額
及
び
地

方
債
の
繰
上
償
還
額
を
加
え
、財
政
調

整
基
金
の
取
崩
し
額
を
差
し
引
い
た
額

実
質
収
支

実
質
収
支
は
、
昭
和
三
十
一
年
度
か
ら

連
続
し
て
黒
字
と
な
っ
た
が
、
そ
の
黒
字

額
は
前
年
度
よ
り
八
六
億
円
減
少
の
九
、

二
九
二
億
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
団
体
区

分
別
に
み
る
と
、大
都
市
が
八
六
億
円（
前

年
度
一
二
五
億
円
の
黒
字
）、
特
別
区
が

六
五
五
億
円（
同
六
八
二
億
円
の
黒
字
）、

中
核
市
が
四
七
二
億
円
（
同
三
八
二
億
円

の
黒
字
）、
都
市
が
三
、
五
四
〇
億
円（
同

三
、七
四
三
億
円
の
黒
字
）、町
村
が
三
、六

一
九
億
円（
同
三
、六
三
六
億
円
の
黒
字
）、

一
部
事
務
組
合
が
九
二
〇
億
円（
同
八
〇

九
億
円
の
黒
字
）の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
質
収
支
が
赤
字
の
団
体
は
前

年
度
（
一
三
団
体
）
よ
り
一
五
団
体
増
加

の
二
八
団
体
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
団
体
区

分
別
に
み
る
と
、
大
都
市
一
団
体
（
前
年

度
一
団
体
）、
中
核
市
一
団
体
（
同
該
当

団
体
な
し
）、
都
市
一
四
団
体
（
同
七
団

体
）、
町
村
九
団
体
（
同
五
団
体
）、
一
部

事
務
組
合
三
団
体
（
同
該
当
団
体
な
し
）

が
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
特
別
区
（
同
該

当
団
体
な
し
）
に
は
赤
字
の
団
体
は
な

か
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
平
成
十

年
度
に
新
た
に
赤
字
と
な
っ
た
団
体
は
一

八
団
体
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
新
た
に
赤

字
と
な
っ
た
団
体
の
ち
町
村
四
団
体
、
一

部
事
務
組
合
一
団
体
の
合
計
五
団
体
は
、

合
併
に
伴
う
打
切
り
決
算
が
原
因
で
赤
字

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。）。

市
町
村
（
特
別
区
及
び
一
部
事
務
組
合

を
除
く
。）
の
実
質
収
支
比
率
（
標
準
財

政
規
模
（
当
該
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
の
標
準
規
模
）
に
対
す
る
実
質
収
支
額

の
割
合
）
は
、
前
年
度
よ
り
〇
・
一
％
ポ

イ
ン
ト
低
下
の
二
・
八
％
と
な
っ
た
。

政 策
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歳入決算の状況

（注）１．「１３．国庫支出金」には、国有提供施設等所在地町村助成金を含む。
２．「１９．諸収入等」には、特別区財政調整交付金を含む。

（単位：百万円、％）

単
年
度
収
支

単
年
度
収
支
は
、
二
年
連
続
で
赤
字
と

な
り
、
そ
の
赤
字
額
は
八
一
億
円
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
団
体
区
分
別
に
み
る
と
、
中

核
市
が
二
四
億
円
（
前
年
度
二
三
億
円
の

赤
字
）、
一
部
事
務
組
合
が
一
一
九
億
円

（
同
四
一
億
円
の
赤
字
）
の
黒
字
と
な
る

一
方
、
大
都
市
が
四
一
億
円
（
同
一
七
億

円
の
黒
字
）、
特
別
区
が
二
七
億
円
（
同

六
七
億
円
の
赤
字
）、
都
市
が
一
四
〇
億

円
（
同
六
一
億
円
の
赤
字
）、
町
村
が
一

七
億
円
（
同
五
四
億
円
の
黒
字
）
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
単
年
度
収
支
が
赤
字
の
団
体
の

前
年
度
（
二
、
五
九
四
団
体
）
よ
り
七
七

団
体
減
少
の
二
、五
一
七
団
体
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
団
体
区
分
別
に
み
る
と
、
大
都
市

九
団
体
（
前
年
度
七
団
体
）、
特
別
区
一

五
団
体
（
同
一
五
団
体
）、
中
核
市
八
団

体
（
同
八
団
体
）
、
都
市
三
三
〇
団
体
（
同

三
二
三
団
体
）、
町
村
一
、
二
〇
八
団
体

（
同
一
、
一
七
六
団
体
）、
一
部
事
務
組
合

九
四
七
団
体
（
同
一
、
〇
六
五
団
体
）
が

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

実
質
年
度
収
支

実
質
単
年
度
収
支
は
、
四
年
ぶ
り
に
赤

字
に
転
じ
、
そ
の
赤
字
額
は
九
六
億
円
で

あ
っ
た
。こ
れ
を
団
体
区
分
別
に
み
る
と
、

特
別
区
が
五
一
億
円
（
前
年
度
二
二
二
億

円
の
赤
字
）、
町
村
が
一
三
九
億
円
（
同

六
五
二
億
円
の
黒
字
）、
一
部
事
務
組
合

が
二
七
一
億
円
（
同
八
九
億
円
の
黒
字
）

の
黒
字
と
な
る
一
方
、
大
都
市
が
三
〇
六

億
円
（
同
一
二
三
億
円
の
赤
字
）、
中
核

市
が
三
六
億
円（
同
一
六
億
円
の
黒
字
）、

都
市
が
二
一
五
億
円
（
同
三
一
三
億
円
の

黒
字
）
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
の
団

体
は
前
年
度
（
二
、
四
五
〇
団
体
）
よ
り

六
団
体
増
加
の
二
、
四
五
六
団
体
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
団
体
区
分
別
に
み
る
と
、
大

都
市
一
一
団
体
（
前
年
度
七
団
体
）、
特

別
区
一
四
団
体
（
同
一
七
団
体
）、
中
核

市
一
〇
団
体
（
同
七
団
体
）、
都
市
三
一

四
団
体
（
同
二
九
七
団
体
）、
町
村
一
、

二
〇
三
団
体
（
同
一
、
〇
八
五
団
体
）、

一
部
事
務
組
合
九
〇
四
団
体
（
同
一
、
〇

三
七
団
体
）
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

歳

入

地
方
税
は
、
特
別
減
税
や
法
人
企
業
の

業
績
低
迷
等
に
よ
り
市
町
村
民
税
等
が
減

収
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
年
ぶ
り
に
前

年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
。

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
源
不
足
額
が

補
て
ん
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年
度
決
算

額
を
上
回
っ
た
。

利
子
割
交
付
金
等
各
種
交
付
金
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
ほ
ぼ
平
年
度
ベ
ー
ス

化
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
決
算
額
を
大

幅
に
上
回
っ
た
。

一
般
財
源
は
、
地
方
交
付
税
及
び
利
子

割
交
付
金
等
各
種
交
付
金
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
が
、

歳
入
総
額
に
占
め
る
一
般
財
源
の
割
合

は
、
国
庫
支
出
金
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
等
か
ら
、
前
年
度
よ
り
低
下
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、地
域
振
興
券
に
関
す
る

も
の
が
皆
増
し
た
こ
と
、経
済
対
策
に
よ
り

普
通
建
設
事
業
費
支
出
金
が
増
加
し
た
こ

と
等
か
ら
、前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。

地
方
債
は
、
特
別
減
税
等
に
対
処
す
る

た
め
の
地
方
債
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
等
か

ら
、
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。

�注
一
般
財
源

地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
及
び
利
子
割
交
付
金
等
各

う ち 町 村 決 済 分

増 減 額
△ ９８，１６８
△ ４１，００４
１２９，１０４

△ ６，８８６
１９１，８８６

△ ２，３３９
１６７

△ １５，２３８
－

１５７，５２２
△ １５

９，７０６
３，６５６
１６２，７０８
１２，４７０

△ １３，５０２
△ ３５０

３９，８９８
７３

４，１４５
△ ４６，４８７
３２９，８２２

構成比
２１．４
１．４
３４．２
０．２
０．４
０．３
０．１
０．８
－

５８．８
０．０
１．４
２．０
６．５
８．０
１．０
０．３
４．３
２．９
２．５
１２．４
１００．０

９ 年 度
３，０４２，３８２
２０３，５４９

４，８５２，２２６
３２，１１１
５６，１１５
３６，６０４
９，６７６

１１７，８２４
－

８，３５０，４８７
５，７３２

１９３，９９９
２７８，８２２
９１８，５２４

１，１３２，７４４
１３８，８８７
４４，０６４
６１５，２８９
４０７，８６６
３５５，０２６

１，７５７，９６３
１４，１９９，４０４

構成比
２０．３
１．１
３４．３
０．２
１．７
０．２
０．１
０．７
－

５８．６
０．０
１．４
１．９
７．４
７．９
０．９
０．３
４．５
２．８
２．５
１１．８
１００．０

１０年 度
２，９４４，２１４
１６２，５４５

４，９８１，３３０
２５，２２５
２４８，００１
３４，２６５
９，８４３

１０２，５８６
－

８，５０８，００９
５，７１７

２０３，７０５
２８２，４７８

１，０８１，２３２
１，１４５，２１４
１２５，３８５
４３，７１４
６５５，１８７
４０７，９３９
３５９，１７１

１，１７１，４７６
１４，５２９，２２６

市 町 村 決 済

増 減 額
△ ５９８，１１６
△ ２１９，４３１
４２５，５４７

△ ４１，４８１
１，００６，１７５
△ ４，０８４

１，３３４
△ ５５，２１６
△ ２，６４６
５１２，０８２

△ １７０
４４，１８７
１１，１１９
７４９，０９５
３３，６６８

△ ３５，０２９
△ ２５，０２０

２９，８４８
△ ５６，２６９

４４，９１９
８１，９０８

１，３９０，３４１

構成比
３６．５
１．３
１５．８
０．４
０．６
０．１
０．１
０．８
０．２
５５．８
０．１
１．４
２．５
９．１
４．８
１．０
０．３
３．５
２．５
６．８
１２．３
１００．０

９ 年 度
１９，２８２，９０８
６８６，０３０

８，３５０，５０４
２１０，８００
２９５，２９１
６８，４５６
４３，１８６
３９７，６７９
１２４，７１３

２９，４５９，５６６
３４，９２０
７４８，４５５

１，３１０，６１８
４，７９７，３８２
２，５４７，４１６
５２８，６４６
１４７，７２０

１，８２９，８６１
１，３２６，３９４
３，５７４，３４８
６，４８０，１０５
５２，７８５，４２９

構成比
３４．５
０．９
１６．２
０．３
２．４
０．１
０．１
０．６
０．２
５５．３
０．１
１．５
２．４
１０．２
４．８
０．９
０．２
３．４
２．３
６．７
１２．１
１００．０

１０年 度
１８，６８４，７９２
４６６，５９９

８，７７６，０５１
１６９，３１９

１，３０１，４６６
６４，３７２
４４，５２０
３４２，４６３
１２２，０６７

２９，９７１，６４８
３４，７５０
７９２，６４２

１，３２１，７３７
５，５４６，４７７
２，５８１，０８４
４９３，６１７
１２２，７００

１，８５９，７０９
１，２７０，１２５
３，６１９，２６７
６，５６２，０１３
５４，１７５，７７０

区 分

１．地 方 税
２．地 方 譲 与 税
３．地 方 交 付 税
４．利 子 割 交 付 金
５．地方消費税交付金
６．ゴルフ場利用税交付金
７．特別地方消費税交付金
８．自動車取得税交付金
９. 軽 油引取税交 付 金
小計（一般財 源 ）

１０．交通安全対策特別交付金
１１．分 担 金 、 負 担 金
１２．使 用 料 、 手 数 料
１３．国 庫 支 出 金
１４．都 道 府 県 支 出 金
１５．財 産 収 入
１６．寄 付 金
１７．繰 入 金
１８．繰 越 金
１９．諸 収 入 等
２０．地 方 税

合 計

（第三種郵便物認可） 第２３０５号町 村 週 報

政 策

平成１２年２月２８日３



種
交
付
金
の
合
計
額

地
方
税

地
方
税
は
、
特
別
減
税
や
法
人
企
業
の

業
績
低
迷
等
に
よ
り
市
町
村
民
税
等
が
減

収
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
年
ぶ
り
に
前

年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方
税
の

割
合
は
、
地
方
税
が
減
収
と
な
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
国
庫

支
出
金
等
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
（
三
六
・
五
％
）
よ
り
二
・
〇
％
ポ
イ

ン
ト
低
下
の
三
四
・
五
％
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
各
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合

を
除
く
。）
の
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方

税
の
割
合
の
分
布
を
み
る
と
、
一
〇
％
未

満
が
八
七
九
団
体
（
一
部
事
務
組
合
を
除

く
団
体
数
の
二
七
・
〇
％
）、
一
〇
％
以

上
二
〇
％
未
満
が
九
三
三
団
体（
同
二
八
・

七
％
）、
二
〇
％
以
上
三
〇
％
未
満
が
五

八
二
団
体
（
同
一
七
・
九
％
）、
三
〇
％

以
上
四
〇
％
未
満
が
四
〇
一
団
体
（
同
一

二
・
三
％
）、
四
〇
％
以
上
五
〇
％
未
満

が
二
三
一
団
体
（
同
七
・
一
％
）、
五
〇

％
以
上
が
二
二
九
団
体
（
同
七
・
〇
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
税
の
構
成

比
が
加
重
平
均
で
あ
る
三
四
・
五
％
を
下

回
る
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
を
除
く
）

は
、
二
、
五
九
〇
団
体
で
全
体
の
約
八
割

（
七
九
・
六
％
）
を
占
め
て
い
る
。

ア

税
目
別
の
状
況

市
町
村
税
（
市
町
村
が
徴
収
し
た
地
方

税
の
額
に
、
東
京
都
が
徴
収
し
た
市
町
村

税
相
当
額
を
加
算
し
、
特
別
区
が
徴
収
し

た
道
府
県
税
相
当
額
を
控
除
し
た
額
）
合

計
は
、
四
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
下

回
り
、
二
〇
兆
六
、
〇
二
七
億
円
と
な
っ

た
（
二
・
九
％
減
）。

こ
の
う
ち
、
普
通
税
は
四
年
ぶ
り
に
前

年
度
決
算
額
を
下
回
り
、
一
八
兆
九
、
〇

四
五
億
円
と
な
っ
た
（
三
・
二
％
減
）。

さ
ら
に
こ
の
う
ち
、
法
定
普
通
税
を
税

目
別
に
み
る
と
、
市
町
村
民
税
は
、
特
別

減
税
等
に
よ
り
個
人
分
が
九
・
〇
％
、
法

人
企
業
の
業
績
低
迷
等
に
よ
り
法
人
分
が

九
・
五
％
、
そ
れ
ぞ
れ
減
収
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
合
計
で
も
減
収
に
転
じ
、
八
兆

八
、
一
五
八
億
円
と
な
っ
た
（
九
・
二
％

減
）。
こ
の
額
を
過
去
の
市
町
村
民
税
の

決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ

た
平
成
四
年
度
（
一
〇
兆
一
、
七
九
一
億

円
）
の
八
六
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
増
築
に
よ

り
評
価
額
が
増
加
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前

年
度
決
算
額
を
上
回
り
、
九
兆
九
五
二
億

円
と
な
っ
た
（
三
・
一
％
増
）。

法
定
普
通
税
の
そ
の
他
の
税
目
は
、
市

街
化
区
域
内
に
所
在
す
る
取
得
後
十
年
を

経
過
し
た
土
地
の
保
有
が
課
税
対
象
外
に

な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
特
別
土
地
保
有
税

が
減
収
と
な
っ
た
（
三
四
・
二
％
減
）
こ

と
等
か
ら
、
減
収
に
転
じ
、
九
、
九
三
〇

億
円
と
な
っ
た
（
一
・
五
％
減
）。

一
方
、
目
的
税
は
、
事
業
所
税
が
減
収

と
な
っ
た
（
〇
・
五
％
減
）
も
の
の
、
目

的
税
の
大
部
分
を
占
め
る
都
市
計
画
税
が

増
収
と
な
っ
た
（
二
・
〇
％
増
）
こ
と
か

ら
、
増
収
に
転
じ
、
一
兆
六
、
九
八
二
億

円
と
な
っ
た
（
一
・
五
％
増
）。

な
お
、
市
町
村
税
の
超
過
課
税
に
よ
る

収
入
額
は
二
、
九
四
九
億
円
（
八
・
八
％

減
）
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
市

町
村
民
税
の
法
人
分（
二
、
五
三
三
億
円
）

と
固
定
資
産
税
（
四
一
一
億
円
）
で
そ
の

大
部
分（
九
九
・
八
％
）を
占
め
て
い
る
。

イ

団
体
区
分
別
の
状
況

市
町
村
税
の
増
減
率
を
団
体
区
分
別
に

み
る
と
、
大
都
市
が
三
・
一
％
減
（
前
年

度
二
・
五
％
増
）、
特
別
区
が
四
・
七
％

減（
同
一
〇
・
三
％
増
）、中
核
市
・
都
市
計

が
二
・
九
％
減（
同
四
・
四
％
増
）、町
村
が

三
・
二
％
減（
四
・
八
％
増
）と
な
り
、全
て

の
団
体
区
分
が
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
主
な
税
目
別
に
み
る
と
、
市
町

村
民
税
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
が
八
・
九

％
減
、
特
別
区
が
五
・
三
％
減
、
中
核
市
・

都
市
計
が
九
・
七
％
減
、
町
村
が
一
二
・

四
％
減
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
大

都
市
が
二
・
一
％
増
、
中
核
市
・
都
市
計

が
三
・
七
％
減
、
町
村
が
四
・
二
％
増
、

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、大
都
市
が
一
・

〇
％
増
、
中
核
市
・
都
市
計
が
三
・
二
％

増
、
町
村
が
四
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
譲
与
税

地
方
譲
与
税
は
、
消
費
譲
与
税
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
二
年
連
続
し
て
大

幅
に
減
少
し
、
四
、
六
六
六
億
円
と
な
っ

た
（
三
二
・
〇
％
減
）。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方
譲
与

税
の
割
合
は
、
前
年
度
（
一
・
三
％
）
よ

り
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
〇
・
九
％
と

な
っ
た
。地

方
交
付
税

地
方
交
付
税
は
、
特
別
減
税
以
外
の
地

方
財
源
不
足
額
を
補
て
ん
し
た
こ
と
及
び

経
済
対
策
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
増
額
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
普
通
交
付
税
（
四
・
四

％
増
）
、
特
別
交
付
税
（
一
一
・
四
％
増
）

と
も
に
増
加
し
、
全
体
で
は
五
年
連
続
し

て
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
、
八
兆
七
、

七
六
一
億
円
と
な
っ
た（
五
・
一
％
増
）。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方
交
付

税
の
割
合
は
、
前
年
度
（
一
五
・
八
％
）

よ
り
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
一
六
・
二

％
と
な
っ
た
。

利
子
割
交
付
金
等

各
種
交
付
金

利
子
割
交
付
金
等
各
種
交
付
金
は
、
利

子
割
交
付
金
（
一
九
・
七
％
減
）、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
（
一
三
・
九
％
減
）
等

が
減
少
し
た
も
の
の
、地
方
消
費
税
交
付

金
が
ほ
ぼ
平
年
度
ベ
ー
ス
化
し
た（
三
四

〇
・
七
％
増
）こ
と
か
ら
、二
年
連
続
し
て

前
年
度
決
算
額
を
大
幅
に
上
回
り
、二
兆

四
四
一
億
円
と
な
っ
た（
七
九
・
三
％
増
）。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
利
子
割
交

付
金
等
各
種
交
付
金
の
割
合
は
、
前
年
度

（
二
・
二
％
）
よ
り
一
・
五
％
ポ
イ
ン
ト

上
昇
の
三
・
七
％
と
な
っ
た
。

一
般
財
源

一
般
財
源
は
、
地
方
税
及
び
地
方
譲
与

税
が
減
少
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
及

び
利
子
割
交
付
金
等
各
種
交
付
金
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
四
年
連
続
し
て
前
年
度

決
算
額
を
上
回
り
、
二
九
兆
九
、
七
一
六

億
円
と
な
っ
た
（
一
・
七
％
増
）。

た
だ
し
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
一
般
財

源
の
割
合
は
、
国
庫
支
出
金
が
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年
度
（
五
五
・

八
％
）
よ
り
〇
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

五
五
・
三
％
と
な
っ
た
。

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金
は
、
地
域
振
興
券
に
関
す

る
も
の
が
皆
増
と
な
っ
た
こ
と
、
最
も
大

き
な
割
合（
国
庫
支
出
金
の
三
〇
・
三
％
）

を
占
め
る
普
通
建
設
事
業
費
支
出
金
が
経

済
対
策
に
よ
り
増
加
し
た（
六
・
二
％
増
）

こ
と
等
か
ら
、
三
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算

額
を
上
回
り
、
五
兆
五
、
四
六
五
億
円
と

な
っ
た
（
一
五
・
六
％
増
）。

ま
た
、歳
入
総
額
に
占
め
る
国
庫
支
出
金

政 策
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地
方
六
団
体
で
構
成
す
る
地
方
自
治
確

立
対
策
協
議
会
は
、
二
月
十
四
日
「
地
方

分
権
推
進
体
制
の
維
持
に
関
す
る
緊
急
要

望
」
を
決
め
、
本
会
の
山
本
会
長
は
じ
め

各
団
体
の
代
表
が
関
係
方
面
に
実
行
運
動

を
行
っ
た
。

地
方
分
権
推
進
体
制
の
維
持
に

関
す
る
緊
急
要
望

平
成
十
二
年
四
月
に
は
、
地
方
分
権
一

括
法
が
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
わ
が

国
の
地
方
自
治
制
度
に
と
っ
て
、
戦
後
の

改
革
に
次
ぐ
大
き
な
改
革
で
あ
り
、
そ
の

実
現
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
推
進
法
及
び

同
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
地
方
分
権
推

進
委
員
会
の
果
た
し
た
役
割
は
誠
に
大
き

な
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、地
方
分
権
推
進
法
は
平

成
十
二
年
七
月
で
効
力
を
失
い
、こ
れ
に
伴

い
、地
方
分
権
推
進
委
員
会
も
そ
の
存
立
の

根
拠
を
失
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る

改
革
は
、
国
及
び
地
方
の
行
財
政
全
般
に

わ
た
る
改
革
で
あ
り
、
そ
の
施
行
後
に
お

い
て
適
切
な
運
用
が
定
着
す
る
よ
う
、
地

方
分
権
推
進
委
員
会
に
よ
る
監
視
機
能
を

引
き
続
き
維
持
す
る
こ
と
等
の
方
策
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

国
会
に
お
け
る
附
帯
決
議
に
あ
る
よ
う
に

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
、
更
な
る
地
方

へ
の
権
限
移
譲
の
実
現
を
図
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権

推
進
法
の
期
限
を
延
長
し
、
そ
の
推
進
体

制
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

分
権
推
進
体
制
の
維
持
で
緊
急
要
望
地

方

六
団
体

の
割
合
は
、前
年
度（
九
・
一
％
）よ
り
一
・
一

％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
一
〇
・
二
％
と
な
っ
た
。

地
方
債

地
方
債
は
、特
別
減
税
等
に
対
処
す
る

た
め
の
地
方
債
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
等
か

ら
、三
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
上
回

り
、六
兆
五
、六
二
〇
億
円
と
な
っ
た（
一
・

三
％
増
）。

ま
た
、
地
方
債
依
存
度
（
歳
入
総
額
に

占
め
る
地
方
債
の
割
合
）は
、
前
年
度（
一

二
・
三
％
）
よ
り
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
低

下
の
一
二
・
一
％
と
な
っ
た
。

地
方
債
の
目
的
別
発
行
状
況
を
み
る

と
、
一
般
単
独
事
業
債
が
二
兆
五
、
二
三

三
億
円
（
地
方
債
発
行
総
額
に
占
め
る
割

合
は
三
八
・
五
％
）、
減
税
補
て
ん
債
が

七
、
三
五
七
億
円
（
同
一
一
・
二
％
）、

一
般
公
共
事
業
債
が
六
、六
一
五
億
円（
同

一
〇
・
一
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

団
体
区
分
別
の

歳
入
構
造
の
特
徴

団
体
区
分
別
の
歳
入
構
造
の
特
徴
を
各

歳
入
項
目
の
構
成
比
で
み
る
と
、
歳
入
総

額
に
占
め
る
地
方
税
の
割
合
は
、
大
都
市

は
三
九
・
〇
％（
二
・
四
％
ポ
イ
ン
ト
減
）、

中
核
市
・
都
市
計
は
四
二
・
三
％
（
二
・

四
％
ポ
イ
ン
ト
減
）、
町
村
は
二
〇
・
三

％
（
一
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地

方
交
付
税
の
割
合
は
、
大
都
市
は
六
・
四

％（
〇
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
増
）、
中
核
市
・

都
市
計
は
一
二
・
二
％
（
〇
・
七
％
ポ
イ

ン
ト
増
）、
町
村
は
三
四
・
三
％
（
〇
・

一
％
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
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岐
阜
県
大
和
町
は
、
日
本
列
島
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
。
清
流
長
良
川

が
町
の
中
央
を
北
か
ら
南
へ
流
れ
、
平

行
し
て
国
道
一
五
六
号
と
長
良
川
鉄
道

が
走
る
。
近
年
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

の
開
通
で
交
通
の
便
は
格
段
に
向
上

し
、
岐
阜
市
ま
で
五
十
分
、
名
古
屋
市

ま
で
一
時
間
半
の
距
離
と
な
っ
た
。
長

良
川
沿
い
の
平
地
に
中
心
市
街
地
が
開

け
、
数
本
の
支
流
沿
い
に
い
く
つ
か
の

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
主
産
業
と

い
え
る
も
の
は
無
く
、
農
業
は
水
稲
を

主
体
と
し
て
花
卉
や
梨
、
ぶ
ど
う
の
栽

培
も
あ
る
。
こ
こ
三
十
年
来
の
住
民
人

口
は
横
這
い
を
続
け
、
七
千
百
人
ほ
ど

が
住
む
の
ど
か
な
農
山
村
で
あ
る
。
製

造
業
に
お
い
て
も
木
材
関
連
産
業
を
中

心
に
下
請
け
経
営
の
零
細
事
業
所
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
商
業
に
つ
い
て
は
町

の
中
心
地
域
に
小
規
模
な
店
舗
が
点
在

し
て
い
る
。
ど
こ
で
も
あ
り
そ
う
な
、

特
徴
の
な
い
町
ゆ
え
に
知
名
度
は
低

い
。個

性
的
な
町
・
誇
れ
る
町
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
町
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
形
成
で
あ
る
。

町
づ
く
り
文
化
戦
略

現
在
の
大
和
町
は
、
中
世
に
は
郡
上

郡
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
地
で
あ

る
。
今
か
ら
七
百
七
十
余
年
前
、
承
久

の
乱
（
一
二
二
一
年
）
の
戦
功
で
千
葉

氏
の
支
流
で
あ
る
東
氏
が
来
郡
す
る
。

以
来
約
三
百
二
十
年
間
に
わ
た
り
郡
上

郡
一
帯
を
治
め
て
、
町
に
は
東
氏
に
関

係
す
る
中
世
遺
跡
が
多
く
残
さ
れ
た
。

東
氏
は
和
歌
に
優
れ
、中
で
も
九
代
の

常
縁
は
古
今
伝
授
の
祖
と
さ
れ
る
。「
古

今
伝
授
」と
は
古
今
和
歌
集
の
奥
義
を
伝

授
す
る
こ
と
で
広
義
の
歌
道
伝
授
で
あ

る
。町
づ
く
り
の
扉
を
開
け
る
キ
ー
を
、

こ
の
東
氏
の
歴
史
と
文
化
に
求
め
た
。

発
端
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
四

年
、
東
氏
の
居
城
し
た
篠
脇
山
の
麓
に

館
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
見

事
な
池
泉
庭
園
が
往
時
の
原
形
を
留
め

て
発
掘
さ
れ
、
同
五
十
九
年
に
国
の
名

勝
指
定
を
受
け
た
。
こ
れ
を
機
に
町
内

に
東
氏
文
化
顕
彰
会
が
発
足
し
て
活
動

が
始
ま
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
東
氏
の

二
十
七
代
目
に
あ
た
る
当
主
か
ら
古
文

書
類
の
寄
託
を
受
け
て
資
料
館
が
開

館
、
同
年
夏
、
青
年
ら
の
町
興
し
の
催

し
と
し
て
薪
能
「
く
る
す
桜
」
が
開
催

さ
れ
た
。「
く
る
す
桜
」
は
古
今
伝
授

の
祖
・
東
常
緑
の
物
語
り
で
あ
る
。
こ

の
薪
能
の
成
功
は
実
に
衝
撃
的
で
感
動

に
満
ち
て
い
た
。

平成10年度潤いと活力のあるまちづくり自治大臣表彰

古
今
伝
授
の
里
短
歌
大
会

近
・
現
代
歌
人
展
記
念
講
演
会

まちづくり一般

岐岐阜阜県県

大大 和和 町町

現現地地レレポポーートト

岐阜県

大和町
�

岐阜市
�

フォーラム
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町
は
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
昭
和

六
十
三
年
、
第
三
次
総
合
開
発
計
画
を

策
定
し
、
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
「
古

今
伝
授
の
里
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
町
づ

く
り
文
化
戦
略
を
た
た
き
あ
げ
た
の
で

あ
る
。

�
歌
の
町
�を
宣
言
し
、
歌
人
の
メ
ッ

カ＝

和
歌
・
短
歌
の
情
報
発
信
基
地
と

い
う
個
性
化
を
図
る
。
情
報
の
流
れ
が

発
生
す
る
こ
と
で
訪
れ
て
み
よ
う
と
い

う
動
機
付
け
が
発
生
し
、
人
の
流
れ
が

で
き
る
。
人
の
流
れ
が
で
き
れ
ば
、
物

の
流
れ
が
で
き
て
経
済
も
潤
う
と
い
う

三
段
論
法
で
あ
る
。
四
本
柱
は
、
�
保

存
と
創
造
に
よ
る
歌
の
町
ら
し
い
環
境

と
景
観
の
整
備
�
歌
の
情
報
発
信
基
地

化
�
芸
能
芸
術
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
の
展

開
�
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
中
心
と
し
た
地

域
経
済
活
性
化
対
策
で
あ
る
。

環
境
と
景
観
整
備

水
田
の
基
盤
整
備
は
完
了
し
て
い
た

が
工
業
に
目
を
移
す
と
、
工
場
は
手
狭

で
老
朽
化
し
住
宅
地
に
混
在
し
て
い

た
。
町
外
か
ら
進
出
を
希
望
す
る
企
業

も
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
年
か
ら
団
地

造
成
に
か
か
り
、
平
成
六
年
に
竣
工
。

十
一
区
画
に
十
社
が
創
業
し
て
い
る
。

組
合
を
作
っ
て
運
営
し
、
借
地
契
約
に

も
か
か
わ
ら
ず
高
度
化
資
金
が
受
け
ら

れ
た
希
な
例
と
な
っ
た
。

清
流
長
良
川
は
特
上
の
鮎
が
捕
れ
る

こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
住
民

は
水
環
境
に
厳
し
い
。
上
下
水
道
の
完

備
は
、
住
民
一
同
が
願
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
上
水
道
の
着
手
は
昭
和
三
十
年
と

古
く
、
現
在
九
七
％
の
給
水
が
さ
れ
て

い
る
。
下
水
道
の
方
も
漸
く
平
成
九
年

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

六
五
％
の
普
及
率
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、「
古
今
花
の
里
」と
題
し

て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

歌
の
情
報
発
信
基
地
化

平
成
二
年
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別

対
策
事
業
の
採
択
を
受
け
、
拠
点
施
設

「
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
整
備
に
と
り
か
か
っ
た
。

同
五
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
一
躍
注
目
を

集
め
る
町
に
変
身
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
野
外
博
物
館
）
は
、

点
在
す
る
東
氏
の
史
跡
群
と
周
囲
の
農

村
風
景
を
構
成
要
素
と
し
、
核
施
設
と

し
て
東
氏
と
古
今
伝
授
の
資
料
館
、
和

歌
文
学
館
、
交
流
館
、
研
修
館
な
ど
が

立
体
回
遊
式
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
自

然
と
建
築
、
造
形
物
が
絶
妙
に
絡
み

合
っ
て
高
い
評
価
を
受
け
、
建
築
業
協

会
賞
、
公
共
建
築
百
選
、
中
部
建
築
賞
、

岐
阜
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
芸
術
賞
な
ど

に
輝
い
た
。

芸
能
芸
術
な
ど
ソ
フ
ト
事
業

の
展
開

「
古
今
伝
授
の
里
づ
く
り
は
、
薪
能

の
成
功
で
始
ま
っ
た
」
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
今
で
は
、
奥
美
濃
の
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
た
。
他
に
、
伝
統
音

楽
シ
リ
ー
ズ
・
雪
月
花
コ
ン
サ
ー
ト
、

文
楽
公
演
、
ゆ
き
ば
た
椿
ま
つ
り
、
連

歌
興
行
、
見
た
い
見
せ
た
い
美
術
展
な

ど
な
ど
、
い
ち
い
ち
説
明
で
き
な
い
が

東
氏
館
跡
庭
園
（
国
指
定
名
勝
）

工
業
団
地

薪
能
「
く
る
す
桜
」

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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差
別
化
さ
れ
た
個
性
的
な
催
し
が
そ
の

他
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
生
か

し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
元
の

小
中
学
校
で
は
子
供
た
ち
が
盛
ん
に
短

歌
を
作
り
、
全
国
大
会
で
の
受
賞
の
知

ら
せ
も
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
、
文
化
機
能
を
併
せ
持

つ
体
育
施
設
「
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
完

成
し
た
。
九
月
に
全
国
規
模
の
古
今
伝

授
の
里
剣
道
大
会
、
十
月
に
は
国
民
文

化
祭
の
短
歌
大
会
が
盛
大
に
開
か
れ
、

東
氏
の
精
神
に
因
ん
だ
文
武
両
道
の
町

へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る
。

地
域
経
済
活
性
化
対
策

フ
ィ
ル
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ

れ
ま
で
町
に
な
か
っ
た
ま
っ
た
く
新
し

い
需
要
を
作
り
出
し
た
。
人
気
の
レ
ス

ト
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
あ
り
、
売

れ
筋
の
商
品
も
古
布
や
染
め
物
、
皮
革

製
品
、
小
物
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
い
っ
た

類
で
あ
る
。

昨
年
、
温
泉
施
設
・
こ
と
と
い
の
湯

「
や
す
ら
ぎ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

幅
広
い
層
か
ら
の
支
持
を
受
け
て
、
一

日
千
人
近
い
入
館
が
あ
る
。

十
年
前
と
比
べ
れ
ば
、
交
流
人
口
は

格
段
に
増
大
し
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
農
業
な

ど
の
一
次
産
業
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
経
済
的
自
立
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
課
題
に
温
泉
施
設
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
周
囲
機
能
の
拡
充
に

努
め
る
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

（
大
和
町
長

�

勝
美
）

や
ま
と
総
合
セ
ン
タ
ー

や
ま
と
温
泉
や
す
ら
ぎ
館

フォーラム
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飲
酒
運
転
は

直
ち
に
懲
戒
免
職

秋
田
県

増
田
町

町
は
職
員
が
飲
酒
運
転
を
し
た
場

合
、
事
故
や
飲
酒
の
状
況
な
ど
に
応

じ
懲
戒
免
職
か
ら
戒
告
ま
で
段
階
的

に
懲
罰
を
定
め
て
い
た
内
規
「
道
路

交
通
法
違
反
等
に
か
か
わ
る
懲
戒
等

に
関
す
る
処
分
基
準
」
を
改
正
し
、

飲
酒
運
転
が
発
覚
し
た
時
点
で
直
ち

に
懲
戒
免
職
と
す
る
厳
し
い
処
罰
で

臨
む
こ
と
と
し
た
。

Ｗ
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に

立
候
補

栃

木

県

湯
津
上
村

民
間
が
運
営
す
る
芝
の
サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
二
面
や
五
十
人
収
容
の

宿
泊
施
設
、
村
営
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
施
設
が
整
っ
て
い
る
村

で
は
、
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、

村
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
二
〇
〇
二
年
開
催
の
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
の
キ
ャ

ン
プ
地
に
立
候
補
し
て
い
る
。

有
機
農
産
物

認
証
制
度
ス
タ
ー
ト

山
梨
県

牧
丘
町

有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
る
町

は
、
日
本
農
林
規
格
法
改
正
で
有
機

食
品
表
示
に
第
三
者
機
関
に
よ
る
認

定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
独
自
の
有
機
農
産
物
認
証
制
度

を
ス
タ
ー
ト
、
認
定
希
望
農
家
に
栽

培
計
画
を
掲
出
し
て
も
ら
い
、
生
産

者
・
農
協
関
係
者
・
学
識
経
験
者
等

で
構
成
す
る
「
有
機
農
業
認
証
委
員

会
」
で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

納
税
相
談
窓
口
の
毎
月

一
回
の
休
日
開
設
を
継
続

富
山
県

立
山
町

町
民
か
ら
要
望
の
強
い
納
税
相
談

な
ど
に
応
じ
て
い
く
機
会
を
増
や
す

た
め
、
昨
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
各
月
一
回
の
休
日
に
、
納
税
窓
口

を
試
行
的
に
開
設
し
て
い
た
町
は
、

町
民
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の

後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度

以
降
の
開
設
も
検
討
し
て
い
る
。

家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
購
入
に
助
成

長
野
県

豊
科
町

塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
生
ご
み
焼

却
の
際
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
抑

制
と
ゴ
ミ
減
量
化
、
有
機
農
法
の
促

進
な
ど
を
ね
ら
い
に
、
町
は
生
ご
み

か
ら
土
壌
改
良
剤
を
つ
く
る
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
（
バ
イ
オ
式
・
乾
燥

式
）
の
購
入
に
対
し
助
成
す
る
と
と

も
に
、
つ
く
ら
れ
た
土
壌
改
良
剤
の

回
収
を
行
っ
て
い
る
。

介
護
対
応
で「
保
健
福
祉

包
括
医
療
推
進
局
」を
設
置

岐
阜
県

山
岡
町

介
護
保
険
に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
町
は
国
保
診
療
所
の
医
療

機
関
を
は
じ
め
、
保
健
福
祉
課
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉

協
議
会
が
同
居
す
る
保
健
セ
ン

タ
ー
、
町
民
ふ
れ
あ
い
課
で
構
成
す

る
「
保
健
福
祉
包
括
医
療
推
進
局
」

を
設
置
、
行
政
職
員
だ
け
で
な
く
専

門
家
も
加
わ
り
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
分
野
が
相
互
連
携
し
福
祉
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

竹
の
再
利
用
で
竹
炭
づ
く
り

愛
知
県

美
浜
町

竹
林
整
備
の
た
め
伐
採
さ
れ
た
竹

の
再
利
用
を
図
る
た
め
、
町
は
ド
ラ

ム
缶
を
使
っ
た
簡
易
な
竹
炭
づ
く
り

用
の
か
ま
を
、
町
内
小
学
校
区
ご
と

の
公
民
館
や
町
所
有
の
山
林
な
ど
に

六
基
設
置
し
、
地
元
地
区
民
に
維
持

管
理
を
委
ね
、
竹
炭
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
用
食
器
を

信
楽
焼
食
器
に
切
替

奈
良
県

斑
鳩
町

町
は
、
信
楽
焼
産
地
の
窯
元
が
加

盟
す
る
信
楽
陶
器
工
業
協
同
組
合

に
、
皿
大
小
と
茶
わ
ん
な
ど
四
種
類

一
セ
ッ
ト
の
給
食
食
器
約
三
千
百
五

十
セ
ッ
ト
を
注
文
し
、
町
内
五
小
中

学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
製
食
器
を
、
信
楽
焼
の
強
化

磁
器
製
の
食
器
に
切
り
換
え
た
。

乗
り
捨
て
レ
ン
タ
カ
ー
の

導
入
を
検
討

鳥

取

県

日
南
町
外

鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
広
島
四
県

の
県
境
に
接
す
る
一
六
市
町
村
で
構

成
す
る
中
国
山
地
県
境
市
町
村
連
絡

協
議
会
（
通
称
・
県
境
サ
ミ
ッ
ト
、

事
務
局
・
鳥
取
県
日
南
町
）
は
、
公

共
交
通
機
関
未
整
備
地
域
で
の
旅
行

に
乗
り
捨
て
可
能
な
レ
ン
タ
カ
ー
を

導
入
す
る
可
能
性
を
探
る
た
め
、「
フ

リ
ー
レ
ン
タ
カ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
実

験
と
効
果
分
析
を
行
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町
内
施
設
の
利
用
促
進

香
川
県

白
鳥
町

昨
年
七
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
た
町
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
し
、
ま
た
、
町

内
施
設
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
内
施
設
の
割
引

券
を
発
行
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク

イ
ズ
を
行
う
な
ど
様
々
な
企
画
を
実

施
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

要
介
護
認
定
対
象
外
の

高
齢
者
を
支
援

福
岡
県

筑
穂
町

介
護
保
険
導
入
に
伴
い
、
要
介
護

認
定
の
対
象
外
と
な
る
高
齢
者
を
支

援
し
て
い
く
た
め
、
町
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
健
康
セ
ン
タ
ー
等
三
か
所
の

施
設
を
利
用
し
、
日
曜
・
祝
日
を
除

い
た
毎
日
約
十
五
人
を
受
入
れ
、
簡

単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
高
齢
者
同
士

の
交
流
を
図
る
「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」
を
実
施
し
て
い
る
。

文
化
・
生
涯
学
習
拠
点
と
な
る

文
化
ホ
ー
ル
が
開
館

長

崎

県

小
長
井
町

町
が
町
民
の
声
を
設
計
内
容
に
反

映
さ
せ
建
設
し
て
い
た
、
五
百
十
一

席
と
二
百
三
十
席
の
大
小
ホ
ー
ル
や

パ
ソ
コ
ン
を
備
え
た
図
書
室
、
郷
土

資
料
室
な
ど
を
備
え
た
「
小
長
井
文

化
ホ
ー
ル
」
が
開
館
し
、
町
の
文
化

振
興
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
町

民
に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
森
の
ひ
ら
め
」

養
殖
が
好
評

大

分

県

上
津
江
村

新
産
業
と
し
て
、
一
九
九
八
年
十

月
か
ら
全
国
で
も
例
の
な
い
山
間
で

の
ヒ
ラ
メ
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る

村
で
は
、「
森
の
ひ
ら
め
」
と
名
付

け
村
内
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
出
荷
し

て
い
る
が
、
歯
応
え
が
あ
り
お
い
し

い
と
早
く
も
好
評
で
、
特
産
品
と
し

て
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

「
風
と
電
気
の
博
物
館
」

オ
ー
プ
ン

宮
崎
県

北
方
町

日
本
最
大
級
の
風
力
発
電
施
設
で

知
ら
れ
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
Ｅ
Ｔ
Ｏ

ラ
ン
ド
速
日
（
は
や
ひ
）
の
峰
」
に

町
が
事
業
費
約
一
億
円
を
か
け
建
設

し
て
い
た
、
世
界
の
風
車
な
ど
を
展

示
し
た
木
造
平
屋
一
部
二
階
建
の

「
風
と
電
気
の
博
物
館
」（
延
床
面
積

約
二
百
五
十
平
方
�
）が
オ
ー
プ
ン
、

早
く
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

カ
プ
セ
ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
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訂
正
文
】
二
三
〇
三
号（
二
月
十
四
日
付
）

掲
載
の
随
想「
地
球
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な
い

な
か
ま
ち
」（
岐
阜
県
武
儀
町
長
・
熊
澤
昌
之
）

の
文
章
の
中
で
毎
日
五
千
人
以
上
と
あ
る
の

は
、毎
月
五
千
人
以
上
の
誤
り
で
し
た
。訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

全国町村会副会長

愛媛県町村会長
う わ

宇 和 町 長

宇都宮象一

■

我
が
町
の
国
際
交
流

平
成
十
一
年
十
一
月
十
八
日
、
宇
和
町

民
九
八
名
の
ド
イ
ツ
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市

訪
問
団
員
が
、
成
田
空
港
を
出
発
し
二
十

五
日
、
予
定
の
行
動
を
す
べ
て
や
り
遂
げ

て
全
員
無
事
帰
郷
い
た
し
ま
し
た
。

宇
和
町
は
人
口
一
万
八
千
人
、
四
国
愛

媛
の
西
南
に
位
置
し
、
風
光
明
媚
、
人
情

豊
か
な
純
農
村
地
帯
で
す
。

今
回
の
過
疎
地
域
の
見
直
し
で
は
過
疎

地
を
卒
業
の
見
込
み
で
、
悲
喜
こ
も
ご
も

の
気
持
で
あ
り
ま
す
。

日
本
一
の
み
か
ん
の
産
地
で
あ
る
愛
媛

県
に
あ
り
な
が
ら
み
か
ん
は
出
来
ず
、
千

五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
地
帯
で
、
弥
生

時
代
か
ら
農
耕
の
遺
跡
も
あ
り
、
古
墳
も

百
余
を
数
え
、
古
代
か
ら
文
化
の
栄
え
た

町
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
瀬
戸
内
三
橋
の
完
成
に
よ
り
島

か
ら
脱
却
し
た
四
国
で
あ
り
ま
す
が
、
私

ど
も
の
町
に
も
四
国
横
断
自
動
車
道
路
の

宇
和
イ
ン
タ
ー
設
置
が
決
ま
り
、
全
線
に

工
事
が
開
始
さ
れ
、
活
況
を
呈
し
て
お
り

ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
の
「
花
神
」
や
、
吉
村
昭

の
「
フ
ォ
ン
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
」
で
も
と

り
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
幕
末
の
時
代
、

オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
の
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
の

娘
イ
ネ
が
、
宇
和
島
の
藩
医
二
宮
敬
作
を

頼
っ
て
宇
和
町
に
来
て
、
十
三
歳
か
ら
十

八
歳
ま
で
五
年
間
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
勉

強
に
励
み
、
日
本
初
の
蘭
法
女
医
と
な
っ

た
縁
の
地
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
こ
の
因
縁
を
大
切
に
し
、
以
前

よ
り
ド
イ
ツ
シ
ー
ボ
ル
ト
協
会
と
連
携
を

と
り
、
中
高
生
十
名
づ
つ
の
派
遣
も
今
年

で
七
回
目
を
数
え
、
昨
年
は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ

ル
ク
市
長
以
下
市
民
四
五
名
の
来
町
を
見

る
等
、
熱
心
な
交
流
を
続
け
て
来
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
た
ま
た
ま
ド
イ
ツ
の
首
都
ボ
ン

が
ベ
ル
リ
ン
に
移
る
年
で
も
あ
り
、
日
本

の
国
を
あ
げ
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
年

と
し
て
全
土
に
交
流
の
輪
を
拡
げ
ら
れ
て

お
り
、
私
ど
も
の
町
も
こ
れ
に
協
賛
し
、

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
お
け
る
宇
和
町
展
と

し
て
、
十
一
月
二
十
日
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の
で
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
博
物
館
の
一
室
を

借
り
て
、
お
イ
ネ
さ
ん
縁
の
品
や
、
町
民

の
絵
画
、
書
道
、
工
芸
作
品
等
を
来
年
三

月
ま
で
五
ヶ
月
間
展
示
し
ま
す
。

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
自
費
に
よ
り
町

民
参
加
を
呼
び
掛
け
、
九
八
名
の
参
加
を

得
た
も
の
で
す
。
市
内
目
抜
き
通
り
を
パ

ト
カ
ー
先
導
で
、
持
参
の
牛
鬼
、
五
ツ
鹿

等
で
パ
レ
ー
ド
を
し
た
り
、
市
民
と
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
等
、言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

心
と
心
の
触
れ
合
う
素
晴
ら
し
い
国
際
交

流
の
旅
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
初
の
女
医
お
イ
ネ
さ
ん
を
育
ん
だ

宇
和
の
歴
史
を
大
切
に
、
宇
和
町
ら
し
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
国
際
交
流
を
通
じ
て
、ま

ち
お
こ
し
を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
行
き
た

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

風
花
や

ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
グ

古
城
訪
ふ

�

ア
ウ
ト
バ
ン

雪
の
渋
滞
に
も

遭
ひ
て

�

総
勢
の

百
人
雪
の

ド
イ
ツ
訪
ふ

随 想
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都
市
計
画
制
度
に
関
す
る
答
申
ま
と
ま
る

ー
都
市
計
画
中
央
審
議
会
ー

財
政
の
中
期
展
望

ー
大
蔵
省
ー

集
落
営
農
に
関
す
る
意
向
調
査
ま
と
ま
る

ー
農
林
水
産
省
ー

建
設
省
・
都
市
計
画
中
央
審
議
会
は
二

月
八
日
、
今
後
の
都
市
政
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
答
申
を
ま
と
め
た
。

現
行
都
市
計
画
法
は
制
定
後
三
十
年
を

経
過
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
少
子
高
齢

化
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
等
、

社
会
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
都
市
整
備
及
び
環
境
保
全
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

答
申
で
は
、
具
体
的
に
講
ず
べ
き
施
策

と
し
て
、「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
関
係

で
は
、
�
従
来
、
線
引
き
都
市
計
画
区
域

の
み
で
定
め
ら
れ
て
い
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
拡
充
し
、
全
て
の
計
画
区

域
で
策
定
す
る
、
�
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
を
促
進
す
る
、
ま
た
、「
線

引
き
及
び
開
発
許
可
制
度
」に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
区
域
を
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
に
線
引
き
す
る
か
否
か
を
都

道
府
県
が
判
断
す
る
、「
自
然
的
環
境
や

景
観
な
ど
都
市
環
境
の
保
全
」と
し
て
は
、

�
小
規
模
な
風
致
地
区
に
つ
い
て
、
都
市

計
画
の
決
定
及
び
条
例
の
制
定
権
限
を
都

道
府
県
か
ら
市
町
村
に
移
譲
す
る
、
�
非

線
引
き
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
良
好
な
環
境
の
形
成
・
保

持
の
観
点
か
ら
、
望
ま
し
く
な
い
用
途
の

建
築
を
制
限
で
き
る
「
特
定
用
途
制
限
地

域
」（
仮
称
）
を
創
設
す
る
等
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
都
市
計
画
区
域
外

に
お
け
る
開
発
及
び
建
築
行
為
に
対
す
る

規
制
」
に
つ
い
て
は
、
�
市
町
村
が
、
既

存
集
落
周
辺
や
幹
線
道
路
の
沿
道
等
、
交

通
渋
滞
や
用
途
混
在
等
の
問
題
が
発
生
し

て
い
る
区
域
を
「
準
都
市
計
画
区
域
」（
仮

称
）
に
指
定
し
、
地
区
計
画
等
を
定
め
ら

れ
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
、
�
都
市
計
画

区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
外
の
一
定
規

模
以
上
の
開
発
行
為
に
つ
き
、
新
た
な
開

発
許
可
制
度
を
適
用
す
る
―
等
と
し
て
い

る
。

大
蔵
省
は
「
財
政
の
中
期
展
望
」
に
つ

い
て
閣
議
報
告
の
後
、国
会
に
提
出
し
た
。

こ
れ
は
、十
二
年
度
予
算
を
前
提
と
し
、

試
算
期
間
中
の
経
済
成
長
率
な
ど
一
定
の

仮
定
の
下
に
、
中
期
的
視
点
に
立
っ
た
財

政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で
の
手
が
か
り

を
示
す
た
め
に
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
の

財
政
事
情
を
試
算
し
た
も
の
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
名
目
成
長
率
一
・
七

五
％
を
前
提
と
し
た
場
合
、
歳
出
に
つ
い

て
み
る
と
、
国
債
費
に
つ
い
て
は
十
三
年

度
に
は
減
少
す
る
も
の
の
、
十
四
年
度
以

降
は
対
前
年
度
比
四
％
余
り
の
増
加
と
な

り
、
十
五
年
度
に
は
一
九
兆
四
、
〇
〇
〇

億
円
に
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
一
般
歳

出
に
つ
い
て
は
、
十
三
年
度
以
降
、
同
〇

・
七
〜
二
・
〇
％
で
増
加
し
、
十
五
年
度

に
は
五
〇
兆
二
、
〇
〇
〇
億
円
に
、
う
ち

社
会
保
障
関
係
費
に
つ
い
て
は
同
四
％
前

後
で
増
加
、
十
五
年
度
に
は
一
八
兆
九
、

〇
〇
〇
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
結
果
、
歳

出
全
体
で
は
八
八
兆
四
、
〇
〇
〇
億
円
に

な
る
と
し
て
い
る
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
は
十
五
年
度

で
四
九
兆
七
、
〇
〇
〇
億
円
と
十
三
年
度

と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
歳
出
と
歳
入
の
差
を
埋

め
る
公
債
金
に
つ
い
て
は
、
十
三
年
度
は

減
少
す
る
も
の
の
、
十
四
年
度
以
降
は
同

六
％
前
後
で
増
加
、
十
五
年
度
に
は
三
三

兆
二
、
〇
〇
〇
億
円
に
達
す
る
こ
と
と
な

り
、
公
債
残
高
は
四
四
四
兆
円
と
、
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
八
四
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
試
算
結
果
に
併
せ
て
作
成
さ
れ

た
「
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
考
え
方
」
で
は
、
以
上
を
踏

ま
え
、
経
済
が
本
格
的
な
回
復
軌
道
に

乗
っ
た
時
点
で
税
財
政
の
抜
本
改
革
に
取

り
組
む
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
は
、
農
業
生
産
の
多
様
な

担
い
手
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

集
落
営
農
を
行
う
組
織
に
つ
い
て
、
今
後

の
営
農
活
動
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
活

動
内
容
等
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施

し
、
こ
の
ほ
ど
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
集
落
営
農
の
活
動
内

容
は
、「
農
業
機
械
を
共
同
所
有
し
有
効

利
用
を
図
る
」
が
八
一
・
五
％
と
最
も
高

い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
機
械
の
共

同
利
用
に
よ
り
、
過
剰
投
資
の
解
消
や
作

業
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

集
落
営
農
の
活
動
に
当
た
っ
て
の
現
在

の
課
題
で
は
、「
後
継
者
の
確
保
」（
六
二
・

七
％
）、「
オ
ペ
レ
ー
タ
の
育
成
・
確
保
」

（
三
六
・
四
％
）と
い
っ
た
人
材
の
育
成
・

確
保
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
都
市
的
地
域
で
は
「
混
住
化
に
よ

る
集
落
営
農
の
低
下
」、
平
地
農
業
地
域

及
び
中
間
農
業
地
域
で
は
、「
集
落
全
体

に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い
」、
山
間
農
業

地
域
で
は
、「
脱
落
農
家
が
多
い
」
が
高

い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
の
推
進
の
た
め
に
国

等
に
望
む
支
援
策
に
つ
い
て
は
、「
補
助

金
等
各
種
補
助
事
業
の
充
実
」
が
約
六
割

を
占
め
、
こ
の
ほ
か
「
長
期
低
利
融
資
等

制
度
資
金
の
充
実
や
税
制
上
の
優
遇
措

置
」（
二
七
・
五
％
）
な
ど
、
税
財
政
上

の
更
な
る
充
実
を
期
待
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
省
で
は
、
今
回
の
調
査
を
集

落
営
農
の
施
策
推
進
に
資
す
る
基
礎
資
料

を
整
備
す
る
た
め
に
、
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
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